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出題の意図 

（評価のポイント） 

【1 次試験】1次試験は、模擬的に大学の授業を受講してもらい、授業に

ついていくことができるか、その上で、授業で学んだことを正確に理解

し、それについて自分の意見を表現できるかを問う試験である。 

 

問題１． 

【出題の背景・出典】 

・模擬授業で用いられたテキストは、Harvard Business Reviewに掲載され

た Theodore Levittによるエッセイ“Exploit the Product Life Cycle”を一

部変更して抜粋したものである。受験者にとっての難語や理解困難な言

い回しも散見されるが、これらについては、模擬授業の中で講師が解説す

るので、それを手助けに英文を英語で読解していくことの醍醐味を味わ

ってほしい。英米学科に入学後は、こうした形態の授業が中心となってい

くからである。 

 

【求める能力】 

・問題１では、模擬授業で用いたテキストの要約が求められる。ただし、

設問の中に記されているように、テキストに記されている重要点を網羅

しているだけでは不十分であり、講師が講義の中で解き明かした内容や、

自身の見解として述べたものについても言及したものでなければならな

い。テキストの読解力、講師の英語の講義を聞きとり理解する聴解力、そ

してそれらをもとに主題を把握し、まとめていく表現力の３つの能力を

同時にはかる問題である。 

 

・２０２４年度の問題については全体的に理解度が高く、よく書かれた答

案が多かった。不十分な答案例としては、まず講義の話題を製品のライフ

サイクルではなく、企業や産業のライフサイクルと取り違えた答案が挙

げられる。また今回の講義は、製品のライフサイクルの四段階とその知見

を企業戦略に取り入れる方法という、全体の枠組みが明確なものであっ

たが、その全体の枠組みが捉えられていない答案も散見された。こうした

不十分な答案の得点は結果として低くなった。 

 

 

問題２． 

【出題の背景・出典】 

・問題１においてテキストおよび講義の内容の理解度を見た。この問題２

は、テキスト及び講義で問いかけられたポイントについて、受験者の見解

を問うものである。 



【求める能力】 

・問題文に対し、自分の意見を、説得力を持って展開できる英語による表

現力がはかられる。ただし、問題に記されているように、テキストと講義

それぞれに示された情報や意見などに言及したうえで文章を作成してい

なければならない。 

 

【解説】 

・テキストや講義内容と無関係に自分の考えを記すことも可能なトピッ

クではあるが、ここは問題文に記しているように、テキストと講義を踏ま

えた見解の提示が求められる。自分の意見が客観的に論理的に述べられ、

読む人を説得できる内容になっているかが評価のポイントとなる。 

 

・英語による小論文であるので、語法面も当然チェックする。ただし、あ

まりにも些末な間違いによって大きく減点をするという姿勢ではなく、

文章が読者に説得的に迫ってくるかということが、より重要ポイントと

なっている。 

 

・２０２４年度の問題では、将来起こりうる状況を考え、説明することが

求められた。相応しい解答が多くみられたが、受験者によっては、次のよ

うなことが難しかったと思われる： 

(1)提案された意見に対して論理的な理由を述べること 

(2)文脈に適した語彙を選ぶこと 

(3)適切な動詞の時制の選択 

(4)不定冠詞／定冠詞の選択 

 

 

【解答のためのアドバイス】 

(1)問題文の要求に即した文章を作成すること。その点に集中し、周辺的

な問題に惑わされたり、中心から離れたりしないようにすること。 

(2)論理的に構成すること。自分の立場を明確にし、そのための根拠や例

をきちんと示すこと。課題文から引用したいときは、そのままではなく要

約して言い換えると語数を節約することができる。 

(3)決められた語数を超えないこと。しかし必要な語数の目安として示さ

れているものなので、決められた語数内でできるだけ多くの語を用いて

文章を作成することをお勧めする。 

(4)文法の間違いは少ないほうが好ましい。また語句を適切に選択するこ

とは重要である。 

 

 

【2 次試験】2次試験は、実際に面接官と質疑応答形式のディスカッショ

ンを行ない、コミュニケーション能力を問う試験である。 



【出題の背景・出典】 

・初めに、1次試験の模擬授業について振り返り、必要に応じて質疑応答

を行なう。 

・標準的なレベルの英語による会話を行なう。 

 

【求める能力】 

・英語を用いて実際にコミュニケーションを行なう能力を問う。聞き取れ

ないときでも、問い直しをするなど、途切れなく会話を行なうことがで

き、自らも積極的に意見を述べることができるか、など、総合的なコミュ

ニケーション能力を有する人材を求めている。 

 

・２０２４年度の面接では全体的に、質問には迷うことなく的確に答えて

いた。しかし、一部の受験者は、事前に準備した台詞に大きく依存してい

るようだった。そのため、いくつかの面接では不自然に感じられる部分が

あった。 

 

改善点は以下の通り： 

 

(1)より具体的な内容を含ませ、応答を長くすること 

(2)語彙選択の正確さ／語彙の多様性 

(3)不定冠詞／定冠詞の選択の正確さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


